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⚫ 地域ごとの学校配置案
⚫ 事業推進の考え方

⚫ 学校施設の機能水準や諸室配置等の考え方

⚫ 諸室の面積、配置等
⚫ 体育施設、屋外施設等

【教育指導課、福祉政策課、建築課】

【エネルギー政策推進課、農政課、建築課】

⚫ 地域・放課後利用施設
⚫ 避難所の機能と配置
⚫ 地域ニーズに基づく複合化・多機能化

【教育部各課、建築課】

⚫ 特別支援教室の機能等
⚫ バリアフリー・ユニバーサルデザイン

⚫ 省エネ・再エネ導入（ZEB化）
⚫ 木質化

【教育総務課、地域政策課、防災対策課、

文化部各課、資産経営課】

整備指針検討部会

庁内ワーキングチーム

合意形成プロセス

中長期整備計画見直し

基本計画・整備指針策定までに
整理が必要な論点と体制

■ 学校経営・教育課程
⚫ 小中一貫教育
⚫ 支援教育のあり方

【教育部各課】

■ 大規模事業展開・予算
⚫ 事業展開時期と予算措置

【企画政策課・財政課】

■ 災害対応・避難所

⚫ 避難所機能のあり方

【防災対策課】

■ 地域との合意形成

⚫ 地域説明・対話プロセス

【地域政策課】

※教育総務課が主導して調整

⚫ 10年後の新しい学校の姿
⚫ 取組推進の考え方

新しい学校づくり検討委員会

地域説明

基本計画検討の庁内体制 整備

R5 R6 R7

【教育総務課】

【教育総務課】

地域・学校単位での検討が必要な論点

■ 学校経営・教育課程
【教育部各課】

■ 通学手段・通学路

【保健給食課・地域安全課・道水路整備課】

■ 事業計画・予算

【企画政策課・財政課・教育総務課】

■ 事業手法・公共施設の複合化

【資産経営課・教育総務課】

■ 地域・防災

【地域政策課・防災対策課・教育総務課】

地域・放課後活動

学習・生活環境

環境・木質化

バリアフリー・ユニバーサルデザイン

整備指針 策定

基本計画 策定基本方針 策定

事業推進体制 【教育部】

庁内の検討体制（検討事項）



地域ごとの合意形成プロセス（想定）

基本計画

○地域単位で、学校配置
の将来像を複数案提示

例 ２小１中の地域の場合
・ A小にB小を統合
・ B小に義務教育学校

…など

地域へ提示

検討組織

○対象となる学校・地域の
関係者による検討組織を設
置

（想定されるメンバー）
・対象校の教職員代表（校長等）
・対象校の保護者（PTA）代表
・対象地域のまちづくり委員会
の代表（自治会、民生・児童委員、
子ども会など）
・その他

どこにどのような学校をつくるか どのような建物をつくるか

1.現状の説明
・対象校の児童生徒数の推移・推計
・教職員の配置状況
・教育活動や部活動の実施状況
・学区・通学路の状況（距離、ハザード、小中／自治会の
整合など）
・建物・校地の状況
・対象地域の状況（人口推計、都市計画、公共施設の設置
状況、地域との連携、学校の地域利用の状況など）

2.検討・協議（意見交換、WSなど）
(1)現状のいい点、課題点などの整理
(2)学校配置の将来像（複数案）の比較検討・協議
・各案のいい点、課題点などの整理
・課題点の解決策
・学区変更、通学距離・時間の変更への対応策
・学校と地域との連携方策

3.検討組織としての方向性の取りまとめ

4.方向性の決定

市へ提示

5.各校の整備方針の決定
・方向性に基づき、各校の築年数や老朽化状況、市全体
の事業・予算計画等も踏まえて、整備手法（改築／長寿
命化改修）と整備年度を設定

6.各校の整備に係る基本構想・基本計画の策定
・利用者（児童生徒、教職員、保護者、地域関係者）対象
のワークショップ等を実施し、意見を反映させる

7.各校の基本・実施設計の策定→工事

8.開校準備、その他
・工事期間中の学校運営

（統合の場合）
・新しい学校の校名、校章、校歌、制服などの検討
・合同事業の企画

・跡地活用の検討など

見出しが青字のフェーズは、市と関係者が一体
となって検討する必要があります。


